
はくば
広報

     　

白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

白馬村の小学生と姉妹都市の小学生のスキー交流
1月17日に河津東小学校と白馬南小学校が、1月24日に太地小学校と白馬北小学

校のスキー交流が行われました。白馬を訪れた姉妹都市の児童のほとんどはスキー
が初体験。白馬の児童らは丁寧に教えており、雪の中で楽しく遊び、交流を深めてい
ました。

（上部：太地小と白馬北小　下部：河津東小と白馬南小）

2019 2 Vol.509         

広報はくば
長野県議会議員一般選挙  …………………… ２～３
燃えないゴミの分別………………………………… ３
軽自動車等の廃車・名義変更について…………… ４

KDDI・スノーピークと白馬村の協定 …………… 6
姉妹都市交流………………………………………… 7
図書館有識者会議……………………………… 8～9



４
月
７
日（
日
曜
日
）は

 
長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

告
示
日
３
月
29
日（
金
曜
日
）、投
票
日
４
月
７
日（
日
曜
日
）

今
後
の
県
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
切
な
選
挙
で
す
。皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
●
４
月
７
日（
日
曜
日
）　

時
間
●
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

投
票
権
は
18
歳
以
上

若
者
の
意
見
や
考
え
を
政
治
に
届
き
や
す
く

す
る
た
め
、公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、選
挙

権
年
齢
が「
20
歳
以
上
」か
ら「
18
歳
以
上
」に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
有
権
者
全
員
が
政
治

や
選
挙
に
関
心
を
持
ち
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま

し
ょ
う
。

な
お
、今
回
白
馬
村
で
は
選
挙
権
年
齢
が
引

き
下
げ
ら
れ
て
か
ら
初
め
て
の
長
野
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
と
な
り
ま
す
。

白
馬
村
で
投
票
で
き
る
人

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
次
の
人
で
す
。

●�

年
齢　

投
票
日
に
満
18
歳
以
上
の
人
。（
平

成
13
年
4
月
8
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

●�

住
所　
平
成
30
年
12
月
28
日
以
前
か
ら
引
き

続
き
白
馬
村
に
お
住
ま
い
の
方
で
、長
野
県

議
会
議
員
一
般
選
挙
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
。

住
所
移
転
の
届
出
を
さ
れ
る（
さ
れ
た
）方

▽�
白
馬
村
か
ら
県
内
へ
転
出
さ
れ
る（
さ
れ
た
）方

　
平
成
30
年
12
月
29
日
以
降
に
白
馬
村
か
ら
転

出
さ
れ
る（
さ
れ
た
）方
は
、白
馬
村
の
投
票
所

で
の
投
票
に
な
り
ま
す（
た
だ
し
、白
馬
村
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。）ま
た
、最
寄
り
の
市
町
村
で
発
行
さ
れ
る

「
引
き
続
き
長
野
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書
」の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。県
外

へ
転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

▽
白
馬
村
に
転
入
さ
れ
た
方

　

白
馬
村
へ
の
転
入
届
を
平
成
30
年
12
月
29
日

以
降
に
提
出
さ
れ
た
方
は
、転
入
前
の
住
所（
選

挙
人
名
簿
登
録
）地
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
平
成
30
年
12
月
29
日
以
降
に

県
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
）

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、

冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が
あ
る
場
合
、選
挙
期
日

前
で
あ
っ
て
も
、選
挙
期
日
と
同
じ
手
続
き
に

よ
り
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
場
所
及
び
時
間

　

�

白
馬
村
社
会
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
1
階

作
業
室

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

●
期
間

　
3
月
30
日（
土
曜
日
）〜
4
月
6
日（
土
曜
日
）

●
持
ち
物

　
投
票
所
入
場
券

不
在
者
投
票

滞
在
先
の
市
区
町
村
で
の
投
票

仕
事
先
、旅
行
先
な
ど
で
村
外
に
滞
在
し
て

い
る
場
合
、白
馬
村
以
外
の
市
区
町
村
選
挙
管

理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
投
票
用
紙
の
請
求

　

�　
「
宣
誓
書（
兼
請
求
書
）」に
必
要
事
項
を
記

入
し
、白
馬
村
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。（
直
接
当
事
務
局
に
お
越

し
い
た
だ
き
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

②
投
票
用
紙
受
領
後
の
注
意
点

　

�　
告
示
日
後
に
、「
投
票
用
紙
」「
不
在
者
投
票

封
筒（
内
・
外
）」「
不
在
者
投
票
証
明
書
」を

郵
便
書
留
で
送
付
し
ま
す
の
で
、受
け
取
ら

れ
ま
し
た
ら
左
記
の
期
間（
早
急
に
）最
寄
り

の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

　

�　

こ
の
と
き
、先
に
投
票
用
紙
等
に
記
入
し

た
り
、「
不
在
者
投
票
証
明
書
」を
開
封
し
た

り
す
る
と
無
効
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。「
投
票
用
紙
」等
と
共
に

お
送
り
す
る
投
票
方
法
の
説
明
に
従
っ
て
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

③
最
寄
り
の
市
区
町
村
で
の
投
票

　

�　

期
間
及
び
時
間
：
期
日
前
投
票
と
同
じ
で

す
。

　

�　
（
場
所
・
時
間
に
つ
い
て
は
各
市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

④
投
票
用
紙
の
返
送

����　
投
票
手
続
の
済
ん
だ
投
票
用
紙
は
市
区
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
白
馬
村
へ
返
送
し

ま
す
。こ
の
投
票
用
紙
は
、投
票
日
当
日
、閉

鎖
時
刻
ま
で
に
定
め
ら
れ
た
投
票
所
に
到
着

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。郵
送
に
は
日
数

が
か
か
り
ま
す
の
で
、請
求
や
投
票
の
手
続

き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
投
票

指
定
病
院
・
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、
都
道

府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
不
在
者
投
票
施
設

に
指
定
し
た
施
設
や
法
令
で
定
め
ら
れ
た
施
設

（
監
獄
な
ど
）に
入
院
・
入
所
中
で
あ
れ
ば
、そ

の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
は
、施
設
の
長
を
通

じ
て
行
い
ま
す
が
、自
分
で
直
接
請
求
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

郵
便
等
に
よ
る
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
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左
記
に
該
当
す
る
場
合
、自
宅
な
ど
で
投
票
で
き

ま
す
。

※�

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
投
票
す
る
た
め
に
は
、

あ
ら
か
じ
め「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交
付

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。交
付
申
請
の

際
に
は
、左
記
の
手
帳
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、ま
ず
は
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
た
方

か
ら
の
投
票
用
紙
等
の
交
付
請
求
期
限
は
、平

成
31
年
4
月
3
日（
水
曜
日
）ま
で
と
な
り
ま

す
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対
象
者

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

*�

両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
が
い（
1
級
又

は
2
級
）

*�

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
膀
胱
・
直
腸
・
小
腸
の
障

が
い（
1
級
か
ら
3
級
）

*
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い�（
1
級
か
ら
3
級
）

▽
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

*�

両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い（
特
別
項
症
か
ら
第

2
項
症
）

*�

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
膀
胱
・
直
腸
・
小
腸
・
肝

臓
の
障
が
い（
特
別
項
症
か
ら
第
3
項
症
）

▽�

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

*
要
介
護
5

●�

代
理
記
載
制
度
の
対
象
者（
代
理
人
が
投
票
用

紙
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

*
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
が
い（
1
級
）

▽
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

*�

上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
が
い（
特
別
項
症
か
ら

第
2
項
症
）

入
場
券

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
入
場
券
で
、告

示
日
又
は
そ
の
翌
日
に
発
送
し
ま
す
。

選
挙
公
報

長
野
県
知
事
選
挙
の
選
挙
公
報
の
配
布
は
、4

月
5
日
ま
で
に
区
長
を
通
じ
て
各
世
帯
に
配
布

し
ま
す
の
で
、お
手
元
に
届
か
な
い
方
、郵
送
を

希
望
さ
れ
る
方
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
役
場
村
民
ホ
ー
ル
に
備
え
て
置
く
ほ

か
、白
馬
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所

第
９
投
票
所
は「
新
田
公
民
館
」の
建
替
え
工

事
が
竣
工
し
た
た
め
、昨
年
の
長
野
県
知
事
選
挙

及
び
白
馬
村
長
選
挙
に
て
使
用
し
た「
切
久
保
公

民
館
」か
ら
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
自
身

の
投
票
所
を
確
認
の
う
え
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村選挙管理委員会　電話：0261-72-5000（内線 3111）

     

第1投票所 白馬村保健福祉ふれ
あいセンター

白馬町・深空・八方口・
大出・蕨平・嶺方

第2投票所 塩島基幹センター 森上・塩島・通・立の間・
青鬼・野平

第5投票所 白馬村農業体験実習館 飯田・飯森・めいてつ

第6投票所 沢渡公民館 内山・佐野・沢渡

第7投票所 堀之内地区高齢者
支え合いセンター 三日市場・堀之内

第8投票所 八方文化会館 八方・和田野・山麓

第9投票所 新田公民館※ 新田・どんぐり・
切久保・落倉

第10投票所 瑞穂農業生活改善
センター

瑞穂・エコーランド・
みそら野

※投票所は前回と変更になっています

燃
え
な
い
ゴ
ミ（
金
属
類・ガ
ラ
ス
く
ず・陶
磁
器
く
ず

・ア
ル
ミ
缶・ガ
ラ
ス
瓶
）は
必
ず
分
別
！

　

地
区
集
積
場
に
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
い
う

く
く
り
で
、金
属
類
・
ガ
ラ
ス
く
ず
・
陶
磁

器
く
ず
・
ア
ル
ミ
缶
・
ガ
ラ
ス
び
ん
が
一
緒

に
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
数
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

※
ガ
ラ
ス
び
ん
の
正
し
い
出
し
方

　
①�

キ
ャ
ッ
プ
、ア
ル
ミ
カ
バ
ー
を
取
り
除
く

　
②�

中
を
し
っ
か
り
と
洗
う

　
③�「
無
色
透
明
」「
茶
色
」「
そ
の
他
の
色
」に
分
け
る

　
④�

分
け
た
び
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
透
明
袋
に
入
れ
る

ご
み
袋
の
記
名
に
つ
い
て

　
指
定
ご
み
袋
は
、地
区
名
と
氏
名（
フ
ル
ネ
ー
ム
）を
必

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、広
域
連
合
の
指
定
ご
み
袋
の
氏
名
記
入
欄
が
狭

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、枠
を
気
に
せ
ず
、大
き
く
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　お問合せ　白馬村役場　住民課環境衛生係　電話 :0261-85-0715

無色透明

茶色

その他の色

・金属類
・アルミ缶
・ガラスくず
・陶磁器くず
・ガラスびん

ガラスびん金属類

アルミ缶 ガラスくず・陶磁器くず

・�広域連合指定袋に入
れて出す
・�指定袋に収まる小型
家電も可

・�透明袋に入れて出す
・�コップ、皿、茶碗などは
ここに分別

・�中を洗い透明袋に
入れて出す

ご
み
の
出
し
方
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

収集日は金曜日収集日は木曜日

収集日は木曜日

収集日は月曜日
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廃
車
や
名
義
変
更
を
す
べ
き
軽
自
動
車
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

軽
自
動
車
税
は
、4
月
１
日
現
在
、軽
自
動
車
税
の
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
1
年
度
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
を
す
べ
き
軽
自
動
車
等
が
あ
る
方
は
左
記
の
対
応
機
関
に
て
、お
早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇 

軽
自
動
車
等
を
手
放
し

て
も
申
告
し
な
け
れ
ば

課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
等
を
売
却
、

譲
渡
又
は
解
体
し
て
い
て

も
、4
月
1
日
時
点
で
廃

車
や
名
義
変
更
の
手
続
き

が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、軽
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

〇 

廃
車
を
業
者
に
委
託
し

た
か
ら
と
い
っ
て
安
心

し
て
は
い
け
な
い
！？

4
月
1
日
間
際
は
手
続

き
の
窓
口
が
大
変
混
み
合

い
ま
す
。
廃
車
を
委
託
し

た
業
者
が
4
月
1
日
ま
で

に
手
続
き
を
済
ま
せ
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、お
早
目
に
手
続
き
を

依
頼
す
る
か
ご
自
身
で
済

ま
せ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

毎
年
、3
月
下
旬
は
自
動
車
の
検

査
・
登
記
申
請
が
多
く
、窓
口
が
大

変
混
み
合
い
ま
す
。
車
検
の
手
続
き

は
、1
ヵ
月
前
か
ら
受
検
で
き
ま
す

の
で
、な
る
べ
く
2
月
中
に
、廃
車
・

名
義
変
更
等
の
手
続
き
は
、3
月
中

旬
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

東
北
信
の
方
は
、長
野
運
輸
支
局
へ

電
話（
登
録
）

0
5
0-

5
5
4
0-

2
0
4
2

電
話（
検
査
）

0
2
6-

2
4
3-

5
5
2
5

中
南
信
の
方
は
、松
本
自
動
車
検
査

登
録
事
務
所
へ

電
話（
登
録
）

0
5
0-

5
5
4
0-

2
0
4
3

電
話（
検
査
）

0
5
0-

5
5
4
0-

2
0
4
3

※注１　大町地区自家用自動車協会でのお手続きの場合、別途手数料がかかる場合があります。
※注２　個人の場合は認印、所有者が法人の場合は代表者印が必要です。
※注３　軽自動車を引渡した際、引取業者から交付されます。
※注４　以前の住所と同じ管轄であれば必要はありません。
※注５　�法人の場合は、発行から3か月以内の商業登記簿謄本（又は抄本）、登記事項証明書、印鑑（登録）証明書

のいずれか１点。
※注６　使用者が変わった場合に必要になります。自動車損害賠償責任共済証明書でも構いません。
※注７　�運転免許証等の顔写真付きのものであれば１種類、保険証等の顔写真付きでないものであれば２種類

必要です。
※注８　所有者の同居親族以外の方が申請する場合は、上記に加えて委任状が必要になります。

自
動
車
の
登
記・検
査

手
続
き
は
お
早
め
に

手続き場所や必要なもの
・原動機付自転車
・小型特殊自動車
・農耕作業用車

・�排気量が125ccを超え250cc以下の二輪
の軽自動車
・�排気量が250ccを超える二輪の小型自動車
・三輪/四輪の軽自動車

手続き場所
住所及び
電話番号

・白馬村役場　税務課
�白馬村大字北城7025番地
�Tel　0261‐85‐0712

・�軽自動車検査協会　長野事務所　松本支所
長野県松本市平田東2丁目1−11
�Tel��050‐3816‐1855
・大町地区自家用自動車協会　※注１
�長野県大町市大町仁科町3341−5
�Tel��0261‐22‐1276�

廃車の際
必要なもの

・所有者及び使用者の印鑑
・窓口に来られる方の本人確認書類　※注7
・�ナンバープレート（紛失した場合、紛失届）
※注８

・所有者及び使用者の印鑑　※注2
・車検証
・ナンバープレート
・使用済自動車引取証明書　※注3

名義変更の
際必要なも

の
※注８

・新旧所有者及び使用者の印鑑
・窓口に来られる方の本人確認書類　※注7
・�ナンバープレート（同居親族の方に名義変
更する場合は不要です。）
※注８

・新使用者の印鑑　※注2
・新旧所有者の印鑑　※注2
・車検証
・ナンバープレート　※注4
・�住民票妙本、印鑑証明書、サイン証明のいず
れか1点
�（発行されてから3か月以内のもの）　※注5
・自動車損害賠償責任保険証明書　※注6

項目

車種

お問合せ　白馬村役場税務課　軽自動車税担当　電話：0261-85-0712
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１
月
号
で
は
、平
成
31
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が

変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。２
月
号
で
は
資

産
割
が
廃
止
さ
れ
る
影
響
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

●
資
産
割
と
は

　

所
得
割
の
補
完
的
な
役
割
を
持
た
せ
る
も
の
と
し
て
所
得
割

と
と
も
に
応
能
割
を
構
成
す
る
も
の
で
す
。被
保
険
者
に
係
る
資

産
割
額
の
算
定
方
法
は
、被
保
険
者
に
係
る
固
定
資
産
税
の
う
ち
、

償
却
資
産
を
除
い
た
土
地
及
び
家
屋
に
係
る
部
分
の
税
額
か
ら
、

算
定
す
る
も
の
で
す
。

　
簡
単
に
い
う
と
、土
地
と
家
屋
の
固
定
資
産
税
額
に
資
産
割
の

税
率
を
掛
け
た
も
の
が
、資
産
割
額
と
な
り
ま
す
。

●
資
産
割
を
廃
止
す
る
理
由

　
資
産
割
を
廃
止
す
る
主
な
理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

平
成
30
年
度
か
ら
、国
民
健
康
保
険
が
都
道
府
県
と
市
町
村
と

の
共
同
運
営（
広
域
化
）と
な
り
、長
野
県
か
示
さ
れ
る
標
準
保

険
料
率
の
算
定
が
３
方
式
で
あ
る
こ
と
。

・�

収
益
性
の
な
い
住
宅
な
ど
へ
の
賦
課
に
対
す
る
負
担
が
大
き
く
、

特
に
低
所
得
世
帯
へ
の
負
担
が
大
き
い
と
判
断
さ
れ
る
た
め
。

●
資
産
割
廃
止
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

　
資
産
割
廃
止
に
よ
り
、資
産
割
分
を
他
の
要
素
に
お
い
て
補
完

し
な
く
て
は
な
ら
ず
、税
額
が
大
き
く
増
加
す
る
世
帯
が
予
想
さ

れ
ま
す
。そ
こ
で
村
で
は
、特
別
会
計
に
あ
る
基
金（
貯
蓄
）を
活

用
す
る
こ
と
で
、資
産
割
廃
止
の
影
響
を
軽
減
さ
せ
ま
す
。

　
次
号
で
は
、ケ
ー
ス
ご
と
に
ど
の
く
ら
い
の
影
響
が
あ
る
の
か
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場税務課　国民健康保険税担当　電話：0261-85-0712

お問合せ  白馬村役場税務課 電話：0261-85-0712
  住民課 電話：0261-85-0715
   上下水道課 電話：0261-85-0714

村
税・料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の

資
産
割
の
廃
止
に
つ
い
て

納付方法・納付場所
表中の納付方法及び納付場所でお支払いができます。

固定
資産税

国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料

上下
水道料金

現金払
（金融機関及び役場会計室） ○ ○ ○ ○

現金払
（コンビニエンスストア） - - - ○

口座振替 ○ ○ ○ ○
クレジットカード
インターネット決済 ○ ○ - -

２
月
納
期
の
村
税
及
び
料
金

固
定
資
産
税	

第
４
期

国
民
健
康
保
険
税	

第
９
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料	

第
７
期

上
下
水
道
料
金	

２
月
請
求
分

2
25 月

納期限及び
口座振替日

お問合せ　白馬村役場　総務課企画調整係　電話：0261-72-7002

　

村
で
は
、白
馬
村
環
境
審
議
会
の

答
申
を
踏
ま
え
大
規
模
開
発
基
準

を
改
定
し
ま
し
た
。内
容
に
つ
い
て

は
平
成
30
年
3
月
号
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、個
別
事
項
の
状

況
、改
定
の
背
景
に
つ
い
て
、数
回

に
分
け
お
知
ら
せ
し
ま
す
。今
月
号

は
、村
長
と
事
業
者
の
協
定
に
つ
い

て
で
す
。

○
改
定
前

　

村
長
と
の
環
境
保
全
協
定
が
必

要
。

○
改
定
後

　
（
平
成
30
年
4
月
～
）

　

現
状
の
と
お
り
。
大
規
模
開
発

関
係
の
環
境
審
議
会
実
施
後
、村
と

事
業
者
が
環
境
保
全
協
定
を
締
結

す
る
。

シ
リ
ー
ズ

白
馬
村
の
大
規
模
開
発
基
準
改
定

“
村
長
と
事
業
者
の
協
定
”に
つ
い
て

5



     
     

     

12
月
21
日（
金
曜
日
）
に

K
D
D
I
株
式
会
社
と
白
馬

村
で
、地
域
活
性
化
を
目
的
と

し
た
協
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

白
馬
村
と
K
D
D
I
は
本

協
定
を
通
じ
て
、国
内
観
光
客

と
訪
日
外
国
人
観
光
客
に
対

し
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
位
置
情

報
や
ク
ー
ポ
ン
情
報
が
配
信
さ

れ
る
白
馬
村
ガ
イ
ド
ア
プ
リ
を

提
供
す
る
ほ
か
、ス
キ
ー
、登

山
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
活
動
中
の
充
電
切

れ
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、白
馬
村
22
カ
所
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
充
電
器

を
設
置
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
観
光
客
の
誘
致
お
よ
び
国
内
・
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

本
協
定
を
通
じ
て
、両
者
は
、相
互
連
携
と
協
働
に
よ
る
活
動
を
推

進
し
、5
G
を
見
据
え
た
I
C
T
技
術
を
は
じ
め
と
す
る
双
方
の
資

源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、白
馬
村
の
地
域
活
性
化
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

■
実
施
及
び
検
討
中
の
取
り
組
み

（
1
）観
光
振
興
に
関
す
る
事
項

（
2
）ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、教
育
・
人
材
育
成
に
係
る
事
項

（
3
）地
域
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
働
き
方
改
革
に
係
る
事
項

（
4
）除
雪
作
業
の
運
行
支
援
実
証
に
関
す
る
事
項

（
5
）そ
の
他
地
域
振
興
に
係
る
事
項

1
月
17
日（
木
曜
日
）に
除
雪
作
業
の
課
題
解
決
に
向

け
、次
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム「
5
G
」を
活
用
し
た

除
雪
車
支
援
の
実
証
実
験
を
国
内
で
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。

　
白
馬
村
に
と
っ
て
、除
雪
は
村
民
の
皆
様
の
安
心
・
安

全
と
観
光
の
側
面
か
ら
も
重
要
な
事
業
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、近
年
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
担
い
手
不
足
・
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

5
G
を
活
用
し
、
除
雪
車
の
運
転
席
に
設
置
し
た

5
G
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
に
、積
雪
の
な
い
夏
場
の
状
況
写

真
を
表
示
す
る
こ
と
で
、雪
の
下
に
埋
も
れ
て
い
る
マ

ン
ホ
ー
ル
や
縁
石
な
ど
の
道
路
構
造
物
に
注
意
し
な
が

ら
、迅
速
か
つ
き
れ
い
な
除
雪
作
業
が
行
え
る
除
雪
車

支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
実

験
を
通
じ
て
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
負
担
の
削
減
、

除
雪
破
損
個
所
の
減

少
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
、K
D
D
I

と
白
馬
村
は
、本
試
験

や
地
域
活
性
化
を
目

的
と
し
た
協
定
を
通

じ
て
、相
互
連
携
と
協

働
に
よ
る
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

1
月
23
日（
水
曜
日
）に
株
式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
、株

式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
白
馬
及
び
白
馬
村
の
3
者
に
て
、

観
光
振
興
か
ら
防
災
拠
点
と
し
て
の
地
域
貢
献
を
含
め
た

包
括
連
携
協
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
は
、全
国
で
も
多
く
の
地
域

創
生
の
実
績
が
あ
り
、白
馬
で
の
取
組
み
と
し
て
、「
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
監
修
」「
新
規
商
業
施
設
の
開
業
」

「
防
災
拠
点
と
し
て
の
地
域
貢
献
」「
商
品
作
り
や
販
路
開

拓
」な
ど
を
行
う
と
の
こ
と
。
2
0
2
0
年
春
に
開
業
予

定
の
複
合
商
業
施
設
で
は
、キ
ャ
ン
プ
用
品
の
販
売
・
レ

ン
タ
ル
の
ほ
か
、レ
ス
ト
ラ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
野
遊
び

が
で
き
る
施
設
と
な
る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、同
施
設
の
設

計
は
、新
国
立
競
技
場

な
ど
で
知
ら
れ
る
建

築
家
の
隈
研
吾
氏
が

手
掛
け
て
お
り
、施
設

の
外
観
や
内
装
に
は

自
然
素
材
を
使
用
し
、

自
然
と
調
和
す
る
デ

ザ
イ
ン
で
外
観
や
内

装
を
仕
上
げ
、テ
ラ
ス

や
屋
外
空
間
を
最
大

限
に
活
か
す
工
夫
が

施
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。

K
D
D
I
株
式
会
社
と
地
域
活
性

化
を
目
的
と
し
た
協
定
を
締
結

5
G（
次
世
代
移
動
通
信
）を
活
用

し
た
除
雪
車
支
援
の
実
証
試
験

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
白
馬
村
で

包
括
連
携
協
定
を
締
結

6



姉
妹
都
市
交
流
事
業

白
馬
南
小・白
馬
北
小 

ス
キ
ー
交
流
会 “
児
童
た
ち
の『
と

び
っ
き
り
の
思
い
出
』”

１
月
も
中
旬
に
入
り
、白
馬
ら
し
い
雪
の
日
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
雪
不
足
で
す
が
、シ
ー
ズ
ン
中
も
順
調
な
降
雪
に
恵
ま
れ
る
よ
う

祈
っ
て
い
ま
す
。

先
月
、K
D
D
I
と
の
連
携
事
業
と
し
て
ご
紹
介
し
た
除
雪
支
援
の
実

証
実
験
が
、立
命
館
大
学
、総
務
省
等
の
協
力
の
下
、ジ
ャ
ン
プ
台
前
の
道

路
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
雪
の
な
い
日
の
道
路
映
像
を
予
め
撮
影
し
て
お
き
、

除
雪
車
の
位
置
情
報
に
合
わ
せ
て
、そ
の
映
像
を
除
雪
車
運
転
席
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
表
示
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、除
雪
中
も
雪
で
見
え
に
く

い
縁
石
や
マ
ン
ホ
ー
ル
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
位
置
を
確
認
で
き
、衝
突
事

故
や
損
傷
の
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。
白
馬
村
内
で
は
熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
綺
麗
に
除
雪
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、将
来
的
に

は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不
足
に
よ
り
円
滑
な
除
雪
作
業
に
支
障
が
生
じ
る
懸
念

も
あ
り
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
な
く
て
も
、こ
の
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

1
月
19
日
に
は
、F
r
e
e
r
i
d
e�

W
o
r
d�

T
o
u
r（
F
W
T
。

フ
リ
ー
ラ
イ
ド
・
ワ
ー
ル
ド
・
ツ
ア
ー
）が
八
方
尾
根
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
・
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
の
世
界
一
を
決
め
る
ツ
ア
ー
大
会

で
、ア
ジ
ア
で
唯
一
の
本
大
会
が
白
馬
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
昨
年

は
天
候
不
順
に
よ
り
開
催
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、白
馬
村
観
光
局
を
含

め
、多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
尽
力
に
よ
り
、

今
回
つ
い
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
私
も

表
彰
式
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、各
国
か
ら
の
選
手
・
メ
デ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
集
ま
り
、大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
通
じ
て
白
馬

の
大
自
然
が
世
界
中
に
メ
デ
ィ
ア
で
発

信
さ
れ
る
こ
と
で
、世
界
的
な
知
名
度

が
高
ま
り
、さ
ら
な
る
誘
客
に
繋
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

藤
本
元
太
白
馬
を
走
る
！

17
No

除雪支援実証実験の様子

【
河
津
東
小
・
白
馬
南
小
交
流
】

　
河
津
東
小
学
校
の
５
・
６
年
生
児
童
20
人
が
、１
月
16

日
か
ら
２
泊
３
日
の
日

程
で
白
馬
村
を
訪
れ
、17

日
に
は
白
馬
南
小
５
・

６
年
生
と
エ
イ
ブ
ル
白

馬
五
竜
ス
キ
ー
場
で
、ス

キ
ー
体
験
を
通
じ
た
交

流
会
を
行
い
白
銀
の
中

で
友
情
を
深
め
合
い
ま

し
た
。

　

昨
年
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
た
た
め
、今
年
は
２

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

両
校
２
学
年
に
よ
る

ス
キ
ー
交
流
は
、例
年
以

上
に
盛
り
上
が
り
を
見

せ
、友
情
の
深
ま
っ
た
児

童
た
ち
の
元
気
な
歓
声

が
、ス
キ
ー
日
和
の
ゲ
レ

ン
デ
に
響
き
渡
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
春
に
は
６
年
生
と

な
っ
た
南
小
児
童
が
、河

津
町
を
訪
れ
東
小
児
童

と
再
会
し
ま
す
。

【
太
地
小
・
白
馬
北
小
交
流
】

　
太
地
小
学
校
の
４
年
生
児
童
７
人
が
、１
月
23
日
か

ら
２
泊
３
日
の
日
程
で

白
馬
村
を
訪
れ
、24
日
に

白
馬
北
小
４
年
生
と
北

小
校
庭
や
ジ
ャ
ン
プ
競

技
場
で
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
や
雪
遊
び

を
楽
し
み
、互
い
に
友
情

を
深
め
合
う
と
と
も
に

冬
の
白
馬
を
満
喫
し
合

い
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
先
立
ち
開

催
さ
れ
た
歓
迎
開
会
式

で
は
、両
校
の
校
歌
を
合

同
で
斉
唱
し
、映
像
を
用

い
た
ク
イ
ズ
形
式
に
よ

る
ふ
る
さ
と
紹
介
を
行

う
な
ど
、お
互
い
の
趣
向

を
凝
ら
し
た
発
表
に
児

童
た
ち
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
夏
に
は
５
年
生

と
な
っ
た
北
小
児
童
が

太
地
町
を
訪
れ
、灼
熱
の

太
平
洋
を
臨
む
く
じ
ら

の
町
で
再
会
を
果
た
し

ま
す
。
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【
複
合
化
す
る
機
能
に
つ
い
て
】

　
　
　
　
　山
内
委
員

　既
存
の
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
複
合
化
と

言
う
と
前
向
き
な
要
素
が
感
じ
ら
れ
な
い
。「
子

育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
く
」
と
い
う
村
の
方

針
・
姿
勢
が
大
切
で
は
な
い
か
。
あ
れ
も
こ
れ
も

は
で
き
な
い
の
で
、
子
育
て
支
援
施
設
を
重
点
と

す
る
と
雨
天
時
の
観
光
対
策
等
に
つ
い
て
は
両
立

が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　糸
賀
会
長

　ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
か
ら
村
の
財
政
を
考

慮
し
て
受
益
者
負
担
の
よ
う
な
提
案
も
見
受
け
ら

れ
る
。
村
外
の
利
用
者
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

観
光
客
も
含
め
て
何
か
し
ら
の
形
で
料
金
を
徴
取

す
る
こ
と
も
検
討
す
る
べ
き
と
考
え
る
。
異
文
化

交
流
や
地
域
の
価
値
観
を
知
る
場
所
に
な
れ
ば
人

が
集
う
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
地
元
の
人
が

利
用
で
き
な
け
れ
ば
本
末
転
倒
で
あ
る
た
め
、
何

か
し
ら
の
差
別
化
が
必
要
。

　
　
　
　
　多
田
委
員

　「節
約
型
」
の
施
設
と
す
る
の
か
、
運
営
費
・

維
持
費
を
生
み
出
す
「
稼
げ
る
施
設
」
と
す
る
の

か
、
財
政
的
に
厳
し
い
か
ら
こ
そ
し
っ
か
り
検
討

す
る
べ
き
。

　
　
　
　
　岡
田
委
員

　子
育
て
施
設
と
図
書
館
だ
け
で
は
利
益
を
生
め

な
い
し
独
自
性
も
出
な
い
。
持
続
性
を
高
め
る
た

め
に
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
を
考
え
る
と
、
独
自

性
は
必
要
。

　移
住
者
や
観
光
客
が
多
く
関
係
の
あ
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
中
心
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス*

な
ど
も
含
め
て
大
使
館
等
と
協
議

し
て
芸
術
面
で
も
連
携
で
き
な
い
か
。

*

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

　各
種
の
芸
術
制
作
を
行
う
人
物
を
一
定
期
間
あ
る
土

地
に
招
聘
し
、
そ
の
土
地
に
滞
在
し
な
が
ら
の
作
品
制

作
を
行
わ
せ
る
事
業

　
　
　
　
　山
内
委
員

　マ
ン
ガ
は
活
字
よ
り
も
伝
え
や
す
い
場
面
が
あ

る
上
に
、
家
族
で
足
を
運
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
交

流
を
生
み
出
す
た
め
の
ツ
ー
ル
に
な
る
。
マ
ン
ガ

に
限
ら
ず
交
流
の
た
め
の
媒
体
は
多
様
に
あ
る
た

め
、
海
外
の
方
の
嗜
好
も
含
め
て
白
馬
に
合
っ
た

も
の
を
選
択
す
れ
ば
良
い
。

　白
馬
に
は
豊
か
な
自
然
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ウ
ト

ド
ア
、
多
様
な
住
民
、
歴
史
、
観
光
と
い
っ
た
特

徴
が
あ
る
。
今
後
デ
ジ
タ
ル
化
・
ネ
ッ
ト
社
会
が

加
速
し
て
い
く
が
、
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
融

合
、
頭
で
っ
か
ち
に
な
ら
な
い
実
体
験
が
強
み
・

売
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　糸
賀
会
長

　図
書
館
は
利
用
者
の
年
齢
層
が
広
く
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
外
国
人
と
の
交

流
を
考
え
た
時
に
は
、
海
外
の
新
聞
や
雑
誌
、
書

籍
を
置
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
言
語
の

壁
を
超
え
る
手
段
と
し
て
、
音
楽
・
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
等
が
あ
る
。

　ス
ポ
ー
ツ
は
既
に
盛
ん
で
あ
る
た
め
、
ア
ー
ト

を
関
連
づ
け
れ
ば
裾
野
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　図
書
館
の
利
用
者
は
多
種
多
彩
で
、
子
育
て
は

地
域
に
需
要
が
あ
る
た
め
、
次
世
代
の
人
材
を
育

て
る
と
い
う
観
点
で
は
良
い
組
み
合
わ
せ
で
あ
る

と
思
う
。

　地
域
の
人
た
ち
が
白
馬
の
こ
と
を
学
べ
る
場
や

企
画
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
で
人
材
が
育
ち
、
交
流

が
生
ま
れ
、情
報
も
発
信
で
き
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
の
拠
点
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

【
交
流
・
運
営
に
つ
い
て
】

　
　
　
　
　糸
賀
会
長

　交
流
を
生
む
こ
と
を
目
的
に
カ
フ
ェ
が
併
設
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
安
易
で
は
あ
る
が
一
定
の
効

果
は
期
待
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
の
白
馬
村
に
求
め

ら
れ
る
「
交
流
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　松
沢
委
員

　地
域
、
世
代
、
職
場
、
趣
味
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
を
超
え
る
よ
う
な
交

流
が
生
ま
れ
る
場
所
が
な
い
。

　
　
　
　
　冨
山
委
員

　核
と
な
る
施
設
が
あ
れ
ば
、
互
い
を
知
る
き
っ

か
け
と
な
り
、
交
流
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　奥
田
委
員

　高
校
生
の
時
に
地
域
の
仕
事
を
知
っ
て
い
て
、

地
域
へ
の
愛
着
が
あ
る
人
ほ
ど
、Ｕ
タ
ー
ン
率
が

高
い
傾
向
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
ろ
う
ま

學
舎
の
生
徒
が
提
言
し
た
新
図
書
館
の
姿
に
も

「
交
流
」
は
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
て
、
子
ど

も
と
大
人
を
つ
な
ぐ
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　大
日
方
委
員

　交
流
を
重
点
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ア
ク
セ
ス
・

交
通
の
面
か
ら
も
場
所
は
重
要
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　岡
田
委
員

　駅
に
は
鉄
道
が
停
ま
る
機
能
だ
け
で
は
な
く
、

人
や
情
報
が
集
積
す
る
場
所
と
い
う
歴
史
が
あ
る

た
め
、
駅
を
上
手
く
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　糸
賀
会
長

　小
中
高
の
学
校
図
書
室
と
の
連
携
も
考
え
て
い

く
べ
き
。「
子
ど
も
司
書
」
と
し
て
学
校
の
図
書

委
員
が
村
の
図
書
館
で
司
書
を
体
験
す
る
な
ど
、

外
国
人
も
含
め
た
地
域
の
大
人
と
の
交
流
の
場
と

な
る
。

　図
書
館
は
気
軽
に
立
ち
寄
る
施
設
だ
か
ら
こ

そ
、
健
康
相
談
な
ど
の
医
療
関
連
の
仕
掛
け
も
有

効
で
あ
る
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
た
交
流
に

も
取
り
組
む
べ
き
。

　
　
　
　
　多
田
委
員

　運
営
費
の
圧
縮
を
考
え
た
と
き
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
は
重
要
。
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
「
お
も
ち
ゃ
学
芸
員
」

と
し
て
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
登
録
者
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
正
会
員
で
も
あ
り
、
有
料
の
講
習
を
受
け

た
り
、
制
服
を
購
入
し
た
り
し
な
が
ら
、
積
極
的

な
声
掛
け
や
サ
ポ
ー
ト
で
施
設
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
を
支
え
て
い
る
。

　白
馬
村
の
複
合
施
設
に
お
い
て
も
、
村
民
が
自

ら
企
画
運
営
に
参
画
す
る
の
か
、
運
営
を
村
役
場

に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委
託
）
す
る
の
か
。

誇
り
を
持
っ
て
携
わ
れ
る
環
境
や
自
ら
参
画
し
て

盛
り
上
げ
る
仕
組
み
が
作
れ
れ
ば
、
運
営
費
を
削

減
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

生
み
出
せ
る
。

　
　
　
　
　冨
山
委
員

　建
設
前
の
計
画
・
構
想
の
段
階
か
ら
住
民
に
参

画
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
住
民
主
体
の
運
営
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

                       

糸
賀
会
長

　「サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
労

力
を
提
供
す
る
人
が
居
て
も
い
い
し
、
資
金
を
提

供
す
る
人
が
居
て
も
い
い
。
全
国
的
に
は
「
雑
誌

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
と
し
て
、
企
業
や
個
人
の
寄

附
で
雑
誌
の
定
期
購
読
が
賄
わ
れ
て
い
る
。

　「友
の
会
」
の
よ
う
な
組
織
に
し
て
、
会
員
同

士
の
交
流
を
生
み
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
子

ど
も
は
お
金
を
出
せ
な
い
が
体
を
動
か
す
こ
と
は

で
き
る
し
、
そ
れ
が
交
流
や
学
び
に
も
つ
な
が
る
。

　1月17日（木曜日）に第3回となる有識者会議を開催しました。

　事務局から、既存の公共施設として子ども・子育て支援施設との複合化を基本方針とすること、子ども・子育

て支援施設整備の方向性、他町村の図書館複合施設の建設・運営事例、ワークショップで出された意見等を資

料として配布・説明したうえで、有識者の皆様に議論していただきました。

　議論の内容を抜粋してお伝えします。

　（会議資料・会議録は行政ホームページに掲載してありますので、ご参照ください）

　2 月下旬から 3 月中旬にかけて「白馬村図書館等複合施
設基本構想」のパブリックコメントを実施する予定です。
準備ができ次第、行政ホームページに掲載しますので、
お気軽にご意見をお寄せください。

　お問合せ　白馬村役場 総務課 政策企画係　電話：0261-72-7002 第 3 回有識者会議の様子

【図書館】
糸賀 雅児 会長
慶應大学名誉教授

【山岳】
松沢 貞一 副会長
㈱白馬館 代表取締役社長

【教育】
奥田 純子 委員
北陸大学経済経営学部助教

【子育て】
多田 千尋 委員
東京おもちゃ美術館 館長

【アート】
岡田 勉 委員
㈱ワコールアートセンター スパイラル シニアキュレーター

【交通】
大日方 悦夫 委員
JR 東日本 白馬駅長

【音楽】
中澤 宗幸 委員
㈱日本ヴァイオリン 創業者

【マンガ】
山内 康裕 委員
マンガナイト 代表

【検討委員会】
冨山 正明 委員
白馬村図書館検討委員長

■有識者の紹介

図書館等複合施設の建設に向けた検討（６）

第３回有識者会議を開催しました
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【
複
合
化
す
る
機
能
に
つ
い
て
】

　
　
　
　
　山
内
委
員

　既
存
の
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
複
合
化
と

言
う
と
前
向
き
な
要
素
が
感
じ
ら
れ
な
い
。「
子

育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
く
」
と
い
う
村
の
方

針
・
姿
勢
が
大
切
で
は
な
い
か
。
あ
れ
も
こ
れ
も

は
で
き
な
い
の
で
、
子
育
て
支
援
施
設
を
重
点
と

す
る
と
雨
天
時
の
観
光
対
策
等
に
つ
い
て
は
両
立

が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　糸
賀
会
長

　ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
か
ら
村
の
財
政
を
考

慮
し
て
受
益
者
負
担
の
よ
う
な
提
案
も
見
受
け
ら

れ
る
。
村
外
の
利
用
者
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

観
光
客
も
含
め
て
何
か
し
ら
の
形
で
料
金
を
徴
取

す
る
こ
と
も
検
討
す
る
べ
き
と
考
え
る
。
異
文
化

交
流
や
地
域
の
価
値
観
を
知
る
場
所
に
な
れ
ば
人

が
集
う
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
地
元
の
人
が

利
用
で
き
な
け
れ
ば
本
末
転
倒
で
あ
る
た
め
、
何

か
し
ら
の
差
別
化
が
必
要
。

　
　
　
　
　多
田
委
員

　「節
約
型
」
の
施
設
と
す
る
の
か
、
運
営
費
・

維
持
費
を
生
み
出
す
「
稼
げ
る
施
設
」
と
す
る
の

か
、
財
政
的
に
厳
し
い
か
ら
こ
そ
し
っ
か
り
検
討

す
る
べ
き
。

　
　
　
　
　岡
田
委
員

　子
育
て
施
設
と
図
書
館
だ
け
で
は
利
益
を
生
め

な
い
し
独
自
性
も
出
な
い
。
持
続
性
を
高
め
る
た

め
に
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
を
考
え
る
と
、
独
自

性
は
必
要
。

　移
住
者
や
観
光
客
が
多
く
関
係
の
あ
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
中
心
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス*

な
ど
も
含
め
て
大
使
館
等
と
協
議

し
て
芸
術
面
で
も
連
携
で
き
な
い
か
。

*

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

　各
種
の
芸
術
制
作
を
行
う
人
物
を
一
定
期
間
あ
る
土

地
に
招
聘
し
、
そ
の
土
地
に
滞
在
し
な
が
ら
の
作
品
制

作
を
行
わ
せ
る
事
業

　
　
　
　
　山
内
委
員

　マ
ン
ガ
は
活
字
よ
り
も
伝
え
や
す
い
場
面
が
あ

る
上
に
、
家
族
で
足
を
運
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
交

流
を
生
み
出
す
た
め
の
ツ
ー
ル
に
な
る
。
マ
ン
ガ

に
限
ら
ず
交
流
の
た
め
の
媒
体
は
多
様
に
あ
る
た

め
、
海
外
の
方
の
嗜
好
も
含
め
て
白
馬
に
合
っ
た

も
の
を
選
択
す
れ
ば
良
い
。

　白
馬
に
は
豊
か
な
自
然
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ウ
ト

ド
ア
、
多
様
な
住
民
、
歴
史
、
観
光
と
い
っ
た
特

徴
が
あ
る
。
今
後
デ
ジ
タ
ル
化
・
ネ
ッ
ト
社
会
が

加
速
し
て
い
く
が
、
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
融

合
、
頭
で
っ
か
ち
に
な
ら
な
い
実
体
験
が
強
み
・

売
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　糸
賀
会
長

　図
書
館
は
利
用
者
の
年
齢
層
が
広
く
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
外
国
人
と
の
交

流
を
考
え
た
時
に
は
、
海
外
の
新
聞
や
雑
誌
、
書

籍
を
置
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
言
語
の

壁
を
超
え
る
手
段
と
し
て
、
音
楽
・
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
等
が
あ
る
。

　ス
ポ
ー
ツ
は
既
に
盛
ん
で
あ
る
た
め
、
ア
ー
ト

を
関
連
づ
け
れ
ば
裾
野
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　図
書
館
の
利
用
者
は
多
種
多
彩
で
、
子
育
て
は

地
域
に
需
要
が
あ
る
た
め
、
次
世
代
の
人
材
を
育

て
る
と
い
う
観
点
で
は
良
い
組
み
合
わ
せ
で
あ
る

と
思
う
。

　地
域
の
人
た
ち
が
白
馬
の
こ
と
を
学
べ
る
場
や

企
画
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
で
人
材
が
育
ち
、
交
流

が
生
ま
れ
、情
報
も
発
信
で
き
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
の
拠
点
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

【
交
流
・
運
営
に
つ
い
て
】

　
　
　
　
　糸
賀
会
長

　交
流
を
生
む
こ
と
を
目
的
に
カ
フ
ェ
が
併
設
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
安
易
で
は
あ
る
が
一
定
の
効

果
は
期
待
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
の
白
馬
村
に
求
め

ら
れ
る
「
交
流
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　松
沢
委
員

　地
域
、
世
代
、
職
場
、
趣
味
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
を
超
え
る
よ
う
な
交

流
が
生
ま
れ
る
場
所
が
な
い
。

　
　
　
　
　冨
山
委
員

　核
と
な
る
施
設
が
あ
れ
ば
、
互
い
を
知
る
き
っ

か
け
と
な
り
、
交
流
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　奥
田
委
員

　高
校
生
の
時
に
地
域
の
仕
事
を
知
っ
て
い
て
、

地
域
へ
の
愛
着
が
あ
る
人
ほ
ど
、Ｕ
タ
ー
ン
率
が

高
い
傾
向
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
ろ
う
ま

學
舎
の
生
徒
が
提
言
し
た
新
図
書
館
の
姿
に
も

「
交
流
」
は
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
て
、
子
ど

も
と
大
人
を
つ
な
ぐ
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　大
日
方
委
員

　交
流
を
重
点
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ア
ク
セ
ス
・

交
通
の
面
か
ら
も
場
所
は
重
要
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　岡
田
委
員

　駅
に
は
鉄
道
が
停
ま
る
機
能
だ
け
で
は
な
く
、

人
や
情
報
が
集
積
す
る
場
所
と
い
う
歴
史
が
あ
る

た
め
、
駅
を
上
手
く
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　糸
賀
会
長

　小
中
高
の
学
校
図
書
室
と
の
連
携
も
考
え
て
い

く
べ
き
。「
子
ど
も
司
書
」
と
し
て
学
校
の
図
書

委
員
が
村
の
図
書
館
で
司
書
を
体
験
す
る
な
ど
、

外
国
人
も
含
め
た
地
域
の
大
人
と
の
交
流
の
場
と

な
る
。

　図
書
館
は
気
軽
に
立
ち
寄
る
施
設
だ
か
ら
こ

そ
、
健
康
相
談
な
ど
の
医
療
関
連
の
仕
掛
け
も
有

効
で
あ
る
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
た
交
流
に

も
取
り
組
む
べ
き
。

　
　
　
　
　多
田
委
員

　運
営
費
の
圧
縮
を
考
え
た
と
き
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
は
重
要
。
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
「
お
も
ち
ゃ
学
芸
員
」

と
し
て
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
登
録
者
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
正
会
員
で
も
あ
り
、
有
料
の
講
習
を
受
け

た
り
、
制
服
を
購
入
し
た
り
し
な
が
ら
、
積
極
的

な
声
掛
け
や
サ
ポ
ー
ト
で
施
設
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
を
支
え
て
い
る
。

　白
馬
村
の
複
合
施
設
に
お
い
て
も
、
村
民
が
自

ら
企
画
運
営
に
参
画
す
る
の
か
、
運
営
を
村
役
場

に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委
託
）
す
る
の
か
。

誇
り
を
持
っ
て
携
わ
れ
る
環
境
や
自
ら
参
画
し
て

盛
り
上
げ
る
仕
組
み
が
作
れ
れ
ば
、
運
営
費
を
削

減
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

生
み
出
せ
る
。

　
　
　
　
　冨
山
委
員

　建
設
前
の
計
画
・
構
想
の
段
階
か
ら
住
民
に
参

画
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
住
民
主
体
の
運
営
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

                       

糸
賀
会
長

　「サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
労

力
を
提
供
す
る
人
が
居
て
も
い
い
し
、
資
金
を
提

供
す
る
人
が
居
て
も
い
い
。
全
国
的
に
は
「
雑
誌

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
と
し
て
、
企
業
や
個
人
の
寄

附
で
雑
誌
の
定
期
購
読
が
賄
わ
れ
て
い
る
。

　「友
の
会
」
の
よ
う
な
組
織
に
し
て
、
会
員
同

士
の
交
流
を
生
み
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
子

ど
も
は
お
金
を
出
せ
な
い
が
体
を
動
か
す
こ
と
は

で
き
る
し
、
そ
れ
が
交
流
や
学
び
に
も
つ
な
が
る
。

　1月17日（木曜日）に第3回となる有識者会議を開催しました。

　事務局から、既存の公共施設として子ども・子育て支援施設との複合化を基本方針とすること、子ども・子育

て支援施設整備の方向性、他町村の図書館複合施設の建設・運営事例、ワークショップで出された意見等を資

料として配布・説明したうえで、有識者の皆様に議論していただきました。

　議論の内容を抜粋してお伝えします。

　（会議資料・会議録は行政ホームページに掲載してありますので、ご参照ください）

　2 月下旬から 3 月中旬にかけて「白馬村図書館等複合施
設基本構想」のパブリックコメントを実施する予定です。
準備ができ次第、行政ホームページに掲載しますので、
お気軽にご意見をお寄せください。

　お問合せ　白馬村役場 総務課 政策企画係　電話：0261-72-7002 第 3 回有識者会議の様子

【図書館】
糸賀 雅児 会長
慶應大学名誉教授

【山岳】
松沢 貞一 副会長
㈱白馬館 代表取締役社長

【教育】
奥田 純子 委員
北陸大学経済経営学部助教

【子育て】
多田 千尋 委員
東京おもちゃ美術館 館長

【アート】
岡田 勉 委員
㈱ワコールアートセンター スパイラル シニアキュレーター

【交通】
大日方 悦夫 委員
JR 東日本 白馬駅長

【音楽】
中澤 宗幸 委員
㈱日本ヴァイオリン 創業者

【マンガ】
山内 康裕 委員
マンガナイト 代表

【検討委員会】
冨山 正明 委員
白馬村図書館検討委員長

■有識者の紹介

図書館等複合施設の建設に向けた検討（６）

第３回有識者会議を開催しました
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本
年
1
月
中
旬
、
神
奈
川
県
横
浜
市
内
に
お
い
て
、
改
元
に
よ
る
銀
行

法
改
正
を
口
実
に
し
た
特
殊
詐
欺
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
手
交
型
詐
欺
）

が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
詐
欺
の
内
容
は
、
全
国
銀
行
協
会
を
騙
る
封
書
に
『
元
号
の
改
元

に
よ
る
銀
行
法
改
正
に
つ
い
て
』
と
題
す
る
文
書
が
同
封
さ
れ
て
お
り
、

同
文
書
に
は
、

「
2
0
1
9
年
5
月
1
日
か
ら
の
改
元
に
よ
る
銀
行
法
改
正
に
伴
い
、「
個

人
情
報
記
入
書
類
の
変
更
・
新
規
作
成
」「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
紛
失
・
盗

難
に
よ
る
A
T
M
の
不
正
操
作
防
止
」
の
た
め
、
全
金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
不
正
操
作
防
止
用
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
変
更
す
る
。」

等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
銀
行
名
・
支
店
名
・
口
座
番
号
・
暗
証
番
号
」

を
同
封
の
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
変
更
申
込
書
」
に
記
入
さ
せ
、
返
信
用

封
筒
に
よ
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
送
付
さ
せ
て
騙
し
取
る
も
の
で
す
。

今
後
、
長
野
県
内
に
も
同
様
の
詐
欺
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

警
察
か
ら
被
害
防
止
の
た
め
の
お
願
い

・�

全
国
銀
行
協
会
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
送
付
さ
せ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん

・�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
は
安
易
に
他
人
に
は
教
え
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

・�
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
送
付
さ
せ
る
文

書
が
届
い
た
場
合
に
は
、
詐
欺
を
疑
い
、
家
族

や
警
察
に
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

全
国
銀
行
協
会
を
騙
っ
た
封
書
送
付
に
よ
る

詐
欺
事
案
の
発
生
！！

お問合せ　大町警察署　生活安全課　電話：22-0110
　　　　　白馬村役場　総務課消費者行政係　電話：72-7002

子
育
て
耳
よ
り
情
報
№
17

子
育
て
に
役
立
つ
様
々
な
情
報

を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
子
育
て
支
援
課
よ
り
「
思

春
期�

～
普
通
・
微
妙
・
別
に
～
」

に
つ
い
て
で
す
。

「
思
春
期
」
と
聞
く
と
、
テ
ィ
ー

ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
の
時
期
と
思
い
が
ち

で
す
が
、
小
学
校
の
中
学
年
あ
た

り
か
ら
助
走
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
親
子
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
変
化
し
て
き
ま
す
。

　「
今
ま
で
は
学
校
や
友
達
の
事
を

よ
く
話
し
て
く
れ
た
の
に
、
最
近

は
な
ん
だ
か
無
口
。
面
倒
く
さ
そ

う
で
無
愛
想
に
な
っ
た
」「
う
ぜ
え
」

「
ど
ー
せ
、
俺
（
私
）
は
…
」「
き
ち

ん
と
片
づ
け
が
で
き
て
い
た
の
に

最
近
、
部
屋
や
机
の
上
は
物
で
散

乱
」「
周
り
の
目
を
す
ご
く
気
に
す

る
よ
う
に
な
っ
た
」…
急
に
、何
で
！？

不
機
嫌
だ
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
た
り
と
思
春
期
特
有
の
態

度
は
、
体
内
変
化
に
要
因
が
あ
り

ま
す
。
性
ホ
ル
モ
ン
や
成
長
ホ
ル

モ
ン
と
い
っ
た
様
々
な
脳
内
物
質
の

分
泌
が
活
発
に
な
る
と
、
体
調
も

不
安
定
に
な
り
が
ち
で
す
。
感
情

中
枢
も
刺
激
を
受
け
て
、
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
だ
る
く
な
っ
た
り
と
、
本

人
も
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
く
ら
い
、
心
も
体
も
不
安

定
な
状
態
な
の
で
す
。

子
ど
も
の
段
階 

～ 

子
ど
も
で

も
大
人
で
も
な
い
段
階
（
思

春
期
）
～ 

大
人
の
段
階

心
の
成
長
に
も
順
番
が
あ
り
ま
す
。

①�

子
ど
も
の
段
階
の
心
の
特
徴

◯�

嫌
な
こ
と
は
翌
日
に
は
忘
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
で
き
る
。

◯�
周
り
の
大
人
に
気
軽
に
話
す
こ

と
が
で
き
る
。

◯�

親
や
先
生
の
意
見
に
賛
成
で
き

る
。

②�

思
春
期
の
心
の
特
徴

◯�

嫌
な
こ
と
辛
い
こ
と
が
忘
れ
ら

れ
な
く
な
る
。

　
・
悩
み
を
持
つ
よ
う
に
な
る

◯�

親
に
も
話
せ
な
い
こ
と
が
出
て

く
る
。

　
・
秘
密
を
持
つ
よ
う
に
な
る

◯�

大
人
の
行
動
、
発
言
に
疑
問
を

感
じ
る
よ
う
に
な
る
。

　
・�

反
抗
的
な
態
度
や
言
動
が
で

て
し
ま
う

中
高
学
年
と
も
な
る
と
勉
強
も

難
し
く
な
り
、
委
員
会
・
係
活
動

等
、
率
先
し
て
動
か
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
家
に
帰
る
と
様
々
な

習
い
事
に
宿
題
、
塾
と
て
ん
こ
盛

り
。
子
ど
も
の
イ
ラ
イ
ラ
の
矛
先

が
身
近
な
家
族
に
向
け
ら
れ
る
の

も
仕
方
が
な
い
の
で
す
。
さ
ら
に
、

自
我
の
発
達
に
よ
り
、
自
分
と
他

の
人
と
の
間
で
大
き
く
感
情
が
揺

れ
動
く
体
験
を
す
る
の
も
こ
の
時

期
で
す
。
友
達
と
自
分
を
比
較
し

て
、
自
分
の
実
力
を
実
感
す
る
こ

と
で
自
信
を
な
く
し
た
り
、
自
尊

心
が
低
下
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
少
し
先
を
想
像
す

る
力
も
つ
い
て
、
様
々
な
こ
と
へ

の
不
安
を
感
じ
る
よ
う
に
も
な
り

ま
す
。
ま
た
、
体
の
変
化
に
も
戸

惑
う
時
期
で
す
。“
知
識
”
を
つ

け
る
こ
と
で
、
な
ぜ
お
こ
る
の
か
、

な
ぜ
気
分
が
晴
れ
な
い
の
か
、
そ

れ
が
成
長
の
一
過
程
で
あ
り
、
生

理
的
な
現
象
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
不
安
は
か
な
り
解
決
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

親
は
、
わ
が
子
の
変
化
に
戸
惑

い
が
ち
で
す
が
、
思
春
期
は
子
ど

も
の
成
長
、
将
来
の
自
立
の
た
め

に
、
と
て
も
大
切
な
時
期
で
す
。

そ
れ
ま
で
の
子
育
て
を
シ
フ
ト
す

る
機
会
で
も
あ
り
、
親
離
れ
子
離

れ
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

変
化
を
感
じ
た
ら
、
そ
れ
ま
で
の

対
応
を
見
直
す
こ
と
で
、
よ
り
よ

い
親
子
関
係
に
発
展
し
ま
す
よ
う

に
、
子
育
て
支
援
課
で
も
陰
な
が

ら
サ
ポ
ー
ト
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

次
回
は
支
援
ル
ー

ム
か
ら
で
す
。

はくば2月.indd   10 H31/02/08   11:59
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“
高
齢
者
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
”

離
れ
て
暮
ら
す
ご
両
親
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
多
様
化
し
て
お
り
、
個
々
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

☆
代
表
的
な
も
の

「
訪
問
型
」
…
…
…
…
…
…
…�

専
任
の
ス
タ
ッ
フ
が
自
宅
を

定
期
的
に
訪
問

「
セ
ン
サ
ー
型
」
…
…
…
…
…�

自
宅
に
設
置
さ
れ
た
セ
ン
サ
ー

で
日
常
生
活
動
作
を
確
認

「
電
話
型
・
メ
ー
ル
型
」
…
…�

決
め
ら
れ
た
時
間
に
電
話
や

メ
ー
ル
で
安
否
確
認

「
カ
メ
ラ
型
」
…
…
…
…
…
…�

自
宅
に
設
置
さ
れ
た
カ
メ
ラ

を
通
し
て
確
認

「
宅
配
型
」
…
…
…
…
…
…
…�

食
事
等
の
配
達
時
に
健
康
状

態
な
ど
を
確
認

☆
具
体
的
な
例
で
は
…

・�

家
電
の
使
用
状
況
で
離
れ
て
暮
ら
す
ご
家
族
の
暮
ら
し
ぶ

り
が
わ
か
る
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス

・
郵
便
局
の
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
、
電
話
等
）

費
用
は
月
額
利
用
料
が
発
生
す
る
も
の
が
一
般
的
で
す
が
、

契
約
内
容
や
事
業
者
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。

機
器
の
設
置
工
事
が
不
要
な
も
の
も
多
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

月
々
の
予
算
や
個
々
の
生
活
状
況
に

合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

人
権
問
題
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
次
の
専
用
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
　
　
　
0
5
7
0‐0
0
3‐1
1
0（
全
国
共
通
）

・子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
　
　
　
0
1
2
0‐0
0
7‐1
1
0（
全
国
共
通
）

・女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　
　
0
5
7
0‐0
7
0‐8
1
0（
全
国
共
通
）

・長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局
　
　
0
2
6
1‐
２
２‐0
3
7
9

平
成
31
年
1
月
1
日
付
け
で
法
務
大
臣
よ
り
、
新
た
に
服
部
卓
也
さ

ん
（
落
倉
）
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
３
年
間

に
わ
た
り
、
村
民
の
人
権
擁
護
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
前
任
の
山
本
利
光
さ
ん
（
青
鬼
）
に
は
２
期
、
６
年
３
か
月
に

わ
た
る
活
動
に
対
し
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
と
は
、

人
権
擁
護
委
員
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人

権
相
談
を
受
け
、
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し

た
り
、
法
務
局
の
職
員

と
協
力
し
て
人
権
侵
害

に
よ
る
被
害
者
の
救
済

を
し
た
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

や
大
町
の
法
務
局
に

て
相
談
会
も
行
っ
て

い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

お問合せ　白馬村地域包括支援センター　0261-72-6667

お問合せ　白馬村役場　住民課住民係　電話：0261-85-0715

新たな人権擁護委員の服部さん(写真・左)と前任の山本さん(右)

長
野
県
民

入
館
無
料
デ
ー

日
時
：
3
月
24
日
（
日
曜
日
）

　
　
　
9
時
～
17
時

場
所
：
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館

　
　
　�（
長
野
県
北
安
曇
郡
松

川
村
西
原
3
3
5
8
ー

２
４
）

内
容
：�

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
こ
の
日
は

長
野
県
内
に
お
住
い
の

方
は
入
館
無
料
で
す
。

　
　
　�

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　
　�

当
日
は
、
ご
住
所
の
わ

か
る
も
の
を
受
付
で
ご

提
示
く
だ
さ
い
。

お問合せ　公益財団法人いわさきちひろ記念事業団　安曇野ちひろ美術館　電話：0261-62-0772

はくば2月.indd   11 H31/02/08   11:59
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【
障
害
福
祉
計
画
っ
て
何
！？
　
№o4
】

今
月
号
で
は
右
記
の
う
ち
、「
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
」「
相
談

支
援
」「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
※
見
込
量
に
つ
い
て
、
計
画
で
は
具
体
的
数
値
を
載
せ

て
あ
り
ま
す
が
、
本
誌
に
お
い
て
は
方
向
性
の
み
の
記
載
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

☆
「
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
」

○
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

主
と
し
て
夜
間
に
お
い
て
、
施
設
や
共
同
生
活
を
行
う
住

居
で
、
必
要
な
介
護
や
援
助
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

○ 

種
類
（
各
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
計
画

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

・
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

・
施
設
入
所
支
援

・
自
立
生
活
援
助

○
見
込
量
設
定
に
当
っ
て
の
方
向
性
（
抜
粋
）

・�

共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
は
、
利
用
実
績
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
、
今
後
施
設
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移

行
な
ど
に
よ
り
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

・�

施
設
入
所
支
援
は
、
国
の
基
本
指
針
（
シ
リ
ー
ズ
№
19
参

照
）
に
基
づ
き
、
在
宅
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
へ
の
地
域

移
行
を
勘
案
し
ま
し
た
。

○
今
後
の
施
策
（
抜
粋
）

・�

本
人
や
家
族
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
施
設
な
ど
か
ら

地
域
生
活
へ
の
意
向
を
進
め
る
た
め
、
共
同
生
活
援
助（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の
確
保
・
待
機
者
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

・�

地
域
移
行
支
援
の
活
用
、
指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
所
と

連
携
を
強
化
し
、
住
ま
い
の
場
、
通
所
等
に
よ
る
日
中
活

動
の
場
、
居
宅
介
護
等
に
よ
る
訪
問
サ
ー
ビ
ス
等
を
包
括

的
に
活
用
し
、
地
域
へ
の
移
行
を
検
討
し
ま
す
。

☆
「
相
談
支
援
」

○
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
自
立
し
て
生
活
を
行
え
る
為
の
課

題
解
決
や
適
切
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
絡
調

整
等
を
行
う
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

○ 
種
類
（
各
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
計
画

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

・
計
画
相
談
支
援

・
地
域
移
行
支
援

・
地
域
定
着
支
援

　
　

○
見
込
量
設
定
に
当
っ
て
の
方
向
性
（
抜
粋
）

・�

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
等
を
勘
案
し
、
原
則
と

し
て
3
年
間
で
計
画
的
に
全
て
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及

び
地
域
相
談
支
援
の
利
用
者
を
計
画
相
談
支
援
の
対
象
者

と
し
て
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　

○
今
後
の
施
策
（
抜
粋
）

・�

計
画
相
談
を
積
極
的
に
活
用
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
ニ
ー

ズ
把
握
に
努
め
、
ま
た
検
証
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
に
よ
り

現
在
の
状
況
に
即
し
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

・�

居
宅
に
お
い
て
単
身
等
で
生
活
す
る
障
が
い
の
あ
る
人
に

対
し
、
常
時
の
連
絡
体
制
を
確
保
し
、
障
が
い
の
特
性
に

よ
っ
て
生
じ
た
緊
急
の
事
態
等
に
応
じ
る
た
め
の
相
談
等

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
　
☆
「
地
域
生
活
支
援
事
業
」

　
　
　

○
地
域
生
活
支
援
事
業
と
は
？

こ
の
事
業
に
は
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
そ
の
総
称
と

し
て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
特
性
や
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
、
柔
軟
な
形
態
に

よ
り
事
業
を
効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

市
町
村
に
よ
り
中
身
は
様
々
と
な
っ
て
い
ま
す
。

白
馬
村
の
計
画
で
は
、
実
施
し
て
い
る
事
業
の
み
記
載
し

て
い
ま
す
が
、
全
て
の
事
業
一
覧
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.m
hlw
.

go.jp/bunya/shougaihoken/chiiki/gaiyo.htm
l

）

を
参
照
く
だ
さ
い
。

○
白
馬
村
で
実
施
し
て
い
る
事
業

（
※
事
業
数
が
多
い
た
め
、
事
業
名
の
み
の
記
載
と
な
り

ま
す
。
詳
細
な
内
容
、
今
後
の
施
策
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

計
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
次
回
：
障
害
児
福
祉
計
画
に
つ
い
て

障がい福祉ってなんだろう No.23シリーズ

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課福祉係　電話：0261-85-0713

今
月
号
で
は
、
前
回
に
引
き
続
き
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

見
込
量
の
方
向
性
と
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

☆
　
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

☆
　
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス

☆
　
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

☆
　
相
談
支
援

☆
　
地
域
生
活
支
援
事
業

白馬村の計画に
記載している
サービスです！

☆
　
相
談
支
援
事
業

☆
　
意
思
疎
通
支
援
事
業

☆
　
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

☆
　
移
動
支
援
事
業

☆
　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化
事
業

☆
　
日
中
一
時
支
援
事
業

特定健診 
健康福祉課

号外白 馬 村 の 健 康

2019年度　検診調査票のご提出をお願いします！
各世帯へ郵送した『白馬村2019年度検診調査票』
に必要事項をご記入の上、3月6日（水曜日）
までに役場健康福祉課に備付けの申込み箱または
郵送にてご提出ください。
検診の詳細は調査票（裏面有）をご確認ください。
※同一世帯の方は同じ調査票に記載されています。

 

検診調査票在中
封筒は
コレ!!

２年継続受診者に
割引クーポンを発行します！

●対象者： 29年度・30年度　村の特定健診継続受診者
●使用可能検査： ①村の特定健診とセットで受けられるがん検診等
 　（大腸・胃・前立腺がん検診、肝炎検査）
 ②村の特定健診オプション(心電図、眼底検査)
 　※単独では受診できません。
●助成費用： 500円
●クーポン配布方法： 健診受診券に付属しています。村の健診受診時にご持参ください。
 会計時に割引いたします。
 ※医療機関等では使用できません

～人間ドックの補助は引き続き受付中です～

ところで… 国保加入者のみなさま 平成30年度の健診は受けましたか？

今年度、各種検診を受診された方へ・・・ 精密検査は受けましたか？

国民健康保険加入者の方を対象に、１年に１回、人間ドック費用上限20,000円を補助しています。
集団健診を受けられなかった方、人間ドックを受けた方は、ぜひ申請を！
★対象：村の健診を受けた方、代行依頼書を提出していない方で、国民健康保険被保険者の方全員
　　　　村税等に滞納がない方
★必要書類：①人間ドック検査結果、②領収書(原本)、③印鑑、④振込口座先が分かるもの
　　　　　　※窓口で簡単な質問票へのご記入をお願いしています
★ご提出先・お問合せ：住民課国保係（Tel:０２６１-８５-０７１５）

健診結果に「精密検査依頼書」が入っていた方で、まだ医療機関を受診していない方は、重症化の
予防のための早めの受診をお願い致します。

年に一度の健診、大切な方の大切な命を守るために、ぜひ受診しましょう！

必見！
村の特定健診

対象者

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課健康づくり係　電話：0261-85-0713
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号外白 馬 村 の 健 康
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図書館だより
No.207

平成31年2月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜 日曜

2月18日 2月19日 2月20日 2月21日 2月22日 2月23日 2月24日

2月25日 2月26日 2月27日 2月28日 3月1日 3月2日 3月3日

3月4日 3月5日 3月6日 3月7日 3月8日 3月9日 3月10日

○特別整理休館（蔵書点検）のお知らせ（色がついてる日が休館日になります。）

　2月22日（金曜日）から3月6日（水曜日）まで、すべての図書の所在を明らかにするため、図
書の総点検を行います。休館中、ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

2月の貸し出しは2月21日（木曜日）まで。
貸し出しの再開は3月7日（木曜日）からです。

　なお、休館中に図書を返却くださる場合は、図書館東側の壁に設置の「図書返却口」（返
却ポスト）へお入れください。ただし、視聴覚資料（DVD・CD）は、「図書返却口」には入れ
ないでください。3月7日以降に、館内返却カウンターへお返しくださいますよう、お願
いします。市立大町図書館・池田町図書館・松川村図書館・小谷村図書館から借りた図書
やCD・DVDについても、同様にお願いします。

A.「この中のどれか1つでも該当すれば
      図書館の本です。DVD・CDは、図書館名の
　　書かれた専用ケースに、はいっています」

Q.「図書館の本（CD・DVD）だという目印ってなに？」

　図書館の建物東側。図書館の入り口の扉に向って左側がスロープ（傾斜した部分）
になっています。
　そこを降りていただくと「図書返却口」は建物の壁に設置されています。返却口（返
却ポスト）の開閉部分を片手で押し上げた状態で、本をお入れください。DVD・
CDはポストに返却しないでください。

②本の表紙（裏表紙か、おもて表紙）
を開くと、「貸出期限票（返却期日
票）」とブックポケット（本のタイ
トルを書いているカードを入れる
ポケット）がついている。

①背表紙に分類ラ
ベルシールが
貼ってある。

ＤＶＤ・ＣＤの
専用ケース

③本の表紙の部分に白馬村図書館
の名前付きのバーコードシール
が貼ってある。または、本の中
に所蔵館印が押してある。

図書の返却口（返却ポスト）ってどこにあるの?

うっかり返し忘れている図書はありませんか？
長期間、返却いただけてない図書があります。
この機会に、ご確認ください。

２月22日（金）～３月6日（水）まで
白馬村図書館は休館とさせていただきます
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2～ 3月　保健ガイド

■休・祝日緊急当番医表
月日 曜日 北部地区

（白馬・小谷） 大町市内 南部地区
（池田・松川） 歯　　　科 白馬村内薬局当

番店

2月24日 日 しんたにクリニック 市立大町総合病院 せりざわクリニック にこにこデンタルクリニック 大町市 0261-22-5612 フジノヤ薬局

3月  3日 日 栗田医院 小野医院 吉村医院 あづみ病院 池田町 0261-61-1168 太田薬局

3月10日 日 小谷村診療所 野村クリニック あづみ病院 師岡歯科 池田町 0261-62-9781 ―

3月17日 日 神城醫院 大町協立診療所 はーぶの里診療所 きらり歯科医院 松川村 0261-62-0005 フジノヤ薬局

3月21日 木 白馬診療所 伊東医院 平林メンタルクリニック 橘歯科医院 白馬村 0261-72-5025 フジノヤ薬局

3月24日 日 しんたにクリニック 柿下クリニック 近藤医院 平林歯科医院 大町市 0261-22-1149 フジノヤ薬局

3月31日 日 小谷村診療所 遠藤内科医院 西森整形外科 宮下歯科医院 大町市 0261-22-0297 ―

■ 心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

3月13日（水） 13:00〜15:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

司法書士
人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会　72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■ 乳幼児健診等 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 受付時間 対象になるお子様

2月19日(火) 7ヵ月もぐもぐの日 9:45〜10:00 H30年6月〜7月生

2月21日(木) 2ヵ月育児相談 9:30〜9:45 H30年12月生

3月7日(木) 乳児健診 9:15〜9:30 H30年10月生・H30年4月生

3月15日(金) 3歳健診 13:00〜13:15 H28年1月〜3月15日生

3月20日(水) 2ヵ月育児相談 9:30〜9:45 H31年1月生

■ 予防接種 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 受付時間 対象になるお子様

2月22日（金） 各種予防接種 13:00〜13:30

個別にご案内しています。3月6日（水） 各種予防接種 13:00〜13:30

3月22日（金） 各種予防接種 13:00〜13:30

毎週月曜日
9 :30〜12:00

13:30〜16:00

毎週火・水・木曜日 13:30〜16:00

自由利用

■ 子育て支援ルーム

1歳児の広場 毎週火曜日

0歳児の広場 毎週水曜日

2・3歳児の広場 毎週木曜日

なかよし広場 時間：9:30〜12:00 

行事日程
月　日 行事名 対　象 開始時間

2月25日（月） 月曜育児相談 10:30〜
2月27日（水） マタニティー教室②　※ふれあいセンターにて行います 妊婦・夫 10:00〜
2月28日（木） やしょうま 2.3 歳児 11:20〜
3月 4日（月） おはなし会 11:00〜
3月 7日（木） おいしいもの食べよの日 2.3 歳児 11:20〜
3月12日（火） おいしいもの食べよの日 1 歳児 11:20〜
3月14日（木） お別れ会 2.3 歳児 10:45〜
3月18日（月） 月曜育児相談 10:30〜

※3月18日〜20日は、午前中のみ自由利用です。
※ 3月25日（月）より 年度末の片付け 及び新年度の準備のため、なかよし広場・自由利用はお休み

になります。
　 （一時保育は通常通り行います。）尚、新年度の始まりは 4月8日（月）自由利用からの予定です。

　　　

16 日〜翌月末までの予定を日付順に記載しています。
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人口：9,524 人　　男：4,847 人　　女：4,677 人　　4,724 世帯
（平成 31 年 2 月 1 日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）
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編集後記
今月の表紙は姉妹都市との交流の写真です。和歌山県の太地小と白馬北小、静岡県の河津東小と白馬南小がそ
れぞれスキーや雪遊びを通じて交流をしました。子供達はびっくりするぐらいすぐに仲良くなって、一緒に笑っ
たり真剣に遊んだりと、とびっきりの笑顔を見せてくれました。本紙の 7ページにも姉妹都市交流の記事が掲
載してあるほか、白馬村ホームページのフォトニュースも掲載してあります。是非ご覧ください。
� （広報編集担当：鷲澤）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

　白馬村の認知症サポーター数620人
（平成29年1月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

冬の白馬で交流を深める

　東小学校 5・6年生 20人と白馬南小学校 5・6年
生 35人が 1月 16日から 18日にかけて、姉妹都市
長野県白馬村で児童交流をしました。
　両校の児童交流は、初夏に河津、冬に白馬と互いに
行き来し、毎年行われている伝統行事です。
　17日のスキー交流では、東小の児童が白馬南小の
児童にブーツの履き方や滑り方を教わりながら、一緒
にスキーを楽しみました。初めてスキーをする児童が
ほとんどでしたが、数時間でみるみると上達し、ゲレ
ンデを楽しそうに滑り、交流を深めました。

～ねんりんピックリハーサル大会～

　今年 11月太地町で開催される、ねんりんピック紀
の国わかやまマラソン競技のリハーサル大会が行わ
れました。
　各コースでは、県内外から参加したランナー達が
本番さながらのレースを展開していました。
　御協力していただいた皆さま、ありがとうございま
した。

白馬南小の児童に見守られながら滑る
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